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10 －１　九州地方とその周辺の地震活動（2006 年 11 月～ 2007 年 4 月）
　　　　 �Seismic Activity in and around Kyushu District (November 2006 - April 2007)

気象庁 福岡管区気象台

Fukuoka District Meteorological Observatory，JMA

今期間，九州地方とその周辺で M4.0 以上の地震は 42 回，M5.0 以上は 5 回，M6.0 以上は 1 回発

生した．このうち最大は，2006 年 11 月 18 日に奄美大島近海で発生したＭ 6.0 の地震であった．

2006 年 11 月～ 2007 年 4 月の M4.0 以上の震央分布を第 1 図 (a) 及び (b) に示す．

主な地震活動は以下のとおりである．

（1）奄美大島近海の地震（M6.0，最大震度４，第 2 図）

2006 年 11 月 18 日 03 時 03 分に，奄美大島近海で M6.0（最大震度４）の地震が発生した．発

震機構（CMT 解）は北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層型であった．余震活動は地震発生か

ら数日間やや活発であったが，11 月末には低調になった．1923 年 8 月以降の活動を見ると，こ

の付近では M6.0 以上の地震が時々発生している．なお，今回の震源域の南方では 1995 年 10 月

18 日にＭ 6.9，翌 19 日に M6.7 の地震（ともに津波あり）が発生している．

（2）奄美大島北東沖の地震（M5.7，最大震度３，第 3 図）

2006 年 12 月 11 日に，奄美大島北東沖（屋久島の南方約 50km）で M5.7（最大震度３）の地

震が発生した．発震機構（CMT 解）は，西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型であった．

この地震の余震活動は数日で収まった．1923 年 8 月以降の地震活動を見ると，今回の地震より

南側の領域で M6.0 以上の地震が時々発生している．

（3）熊本県熊本地方の地震（M4.1，最大震度４，第 4 図）

2007 年 3 月 22 日と翌 23 日に熊本県熊本地方の深さ 6km で M4.0（最大震度３）と M4.1（最

大震度４）の地震が発生した．発震機構は，ともに北北西－南南東方向に張力軸を持つ横ずれ断

層型で，この付近の地震でよく見られる型であった．これらの地震を含め，3 日間程度，小規模

ながらやや活発な地震活動があった．なお，布田川・日奈久断層帯に沿った領域 (B) と北側に隣

接する領域 (A) の 1923 年 8 月以降の地震活動を見ると，1997 年ころから非常に対照的に推移し

ており，領域 A では静穏であるが領域 B では活発であることがわかる．
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第 1 図 (b)　つづき（2007 年 2 月～ 4 月，M ≧ 4.0，深さ≦ 700km）

　Fig.1(b)　Continued (February -April 2007, M ≧ 4.0, depth ≦ 700km).
第 1 図 (a)　九州地方とその周辺の地震活動（2006 年 11 月～ 2007 年 1 月，M ≧ 4.0，

深さ≦ 700km）

　Fig.1(a)　Seismic activity in and around Kyushu district (November 2006 - January 2007, 
M ≧ 4.0, depth ≦ 700km).



－539－

 

第 2 図　11 月 18 日奄美大島近海の地震

　Fig.2　The earthquake in and around Amami-oshima island on Nov. 18.
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第 3 図　12 月 11 日奄美大島北島沖の地震

　Fig.3　The earthquake northeast off Amami-oshima island on Dec. 11.
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第 4 図　3月22日,  23日熊本県熊本地方の地震

　Fig.4　The earthquake in Kumamoto region, Kumamoto prefecture on Mar. 22 and 23.
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